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電力系統安定化の方向性と国内外の動向 
～具体的な技術・ソリューションから将来の展望まで網羅的に解説～ 
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  Japan regular member 兼 国内分科会委員長 八巻 康一郎 氏 

日立エナジージャパン（株） 
Grid Integration HVDC Marketing & Sales Manager 西岡 淳 氏 

 

日 時 

受講方法 

会 場 

2025 年７月２９日（火） 午後１時～３時３０分 

会場受講／ライブ配信／アーカイブ配信（２週間、何度でもご視聴可） 

紀尾井フォーラム 千代田区紀尾井町４－１ ニューオータニガーデンコート１Ｆ 
 

Ⅰ．CN社会・デジタル化社会に向けた系統安定化の必要性 八巻 康一郎 氏 【13：00～14：10】 

かつて日本では、電力需要の増加に合わせ、電力系統の拡充とともに系統安定化技術を向上させ、電力供給の

信頼度向上をより効率的に実現する努力を図ってきた。この文脈において、系統安定化とは、交流系統と同期発電機

とで如何に機能分担を図るかに主眼が置かれていた。今日、直流の送変電設備や非同期発電機の割合が増えつつ

ある中、新たな視点での系統安定化を考える時期にきている。 

このような日本の電力系統および系統安定化の変遷、ならびに直流・非同期発電機の分野で先行する海外の動向

紹介を行いつつ、今後日本が焦点を当てるべき系統安定化の方向性や、そこに向けたあるべき姿などについて詳説

する。 

１．系統計画と系統安定化の変遷 

２．海外動向 

３．将来への期待（系統安定化への取組み） 

４．将来への期待（新規リソースの利用） 

５．期待で終わらせないための取組み 

６．質疑応答／名刺交換 
 

Ⅱ．次世代の電力グリッドと系統安定化技術 西岡 淳 氏 【14：20～15：30】 

世界ではエネルギー転換（再生可能エネルギーの拡大、電化の進行）は着実に進行している。エネルギー転換に

ともない電力システムのすべての分野（供給側、需要側、貯蔵側、グリッド）において柔軟性の強化が求められている。 

こ の う ち 、 パ ワーエレ ク ト ロ ニ ク ス技術 を応用し た柔軟性強化のソ リ ュ ーシ ョ ン 、特に HVDC 、

STATCOM/enhanced-STATCOM、蓄電池システム等による系統安定化について解説する。また、系統の慣性不足に

ともなう RoCoF（周波数変化率）の課題や「同期化力」に関する国内外の議論等について解説する。 

１．エネルギーシステムの変化と“4 つの柔軟性” 

２．HVDC の急増と HVDC による系統の安定化 

３．Enhanced-STATCOM による系統安定化 

４．蓄電池による系統安定化 

５．低慣性、同期化力、RoCoF、周波数検出について 

６．質疑応答／名刺交換 
 

 
 

ＰＲＯＦＩＬＥ 八巻 康一郎（やまき こういちろう）氏 
 

  
1999 年 東京電力 入社。2002 年 東京電力 技術部 系統技術グループ。2006 年 東京電力 技術部 電力システム計画
グループ。2009 年 GE Energy PSEC 受講＠ニューヨーク州。2010 年 東京電力 技術部 スマートグリッド計画グループ。
2011 年 東京電力 技術部 総合計画グループ。2013 年 東京電力 系統運用部 系統運用計画グループ。2014 年 広域
機関設立準備組合 出向。2015 年 電力広域的運営推進機関 出向。2015 年 東京電力 PG 系統エンジニアリングセンター 
計画第一グループ。2017 年 東電設計 出向。2019 年 東京電力 PG 技術統括室 系統計画グループ。2021 年 東京電力 PG 
技術統括室 国際規格調査グループ。2022 年 東京電力 HD 技術統括室。 
2020～2025 年 CIGRE SC C1 国内分科会委員長。 

 
 

ＰＲＯＦＩＬＥ 西岡 淳（にしおか あつし）氏 
 

  
1991 年 株式会社日立製作所入社。大みか工場（当時）にて可変速揚水発電所の制御システムの開発に従事。世界最大
容量 400 MVA の可変速揚水プロジェクト（72 MVA サイクロコンバータの制御含む）を完遂。 
2000 年 火力、水力、原子力などに共通の発電制御プラットフォームの開発に従事。2008 年 IEC61508 機能安全規格対応の
発電所制御システム開発、認証取得。2010 年 電力流通事業に従事。監視制御、保護リレー、HVDC、系統安定化システム、
スマートグリッドなど電力流通システムをとりまとめ。2015 年 日立製作所と ABB（当時）の合弁会社である、日立 ABB HVDC
テクノロジーズ株式会社の代表取締役会長 兼 CEO に就任。国内 HVDC 事業を現日立エナジー社との協業により推進。
飛騨信濃直流連系設備における飛騨変換所 AC/DC フィルタシステムを納入。2019年 4月に東清水変電所周波数変換設備
増強（600 MW）を受注し、プロジェクトを推進。2020 年 日立製作所が ABB のパワーグリッド部門（現日立エナジー）を買収。
2023 年 日立エナジーに移籍し現職。 



 

●受  講  料 各受講方法 １名につき ３３，６６０円（税込） 

同一のお申込フォームよりお申込の場合、２人目以降 ２７，５００円(税込) 

※会場又はライブ配信受講者様で、アーカイブ配信もご希望の場合は追加料金１１，０００円（税込）で承ります。 

●お申込方法 

 

 

 

二次元バーコード、又は FAX にてお申し込み下さい。 

折り返し受講証、請求書、会場地図（会場受講のみ）をメール（PDF）にてお送りいたします。 

お申込み後、３営業日以内にお手元に届かない場合は必ずご一報下さい。 

（セミナー会場にて受講される方は受講証画面を提示、もしくはプリントアウトしてご持参ください） 

※お客様のご都合でキャンセルされる場合は、「開催１週間前まで」にお申し出下さい。 

その後のキャンセルは、お申し受けできませんのでご了承下さい。 

●お支払方法 請求書を発行いたしますので、開催日までに銀行振込でお願いします。（遅れる場合はご相談下さい） 
 

事前に、セミナー講師へのご期待、ご要望、ご質問をお受けしております。 
可能な限り講義に盛り込んでいただきますので、お申し込み後、弊社からご連絡するメールにご返信ください。 
■ライブ配信について 
＜１＞Zoom にてライブ配信致します。 
＜２＞お申込時にご登録いただいたメールアドレスへ視聴用 URL と ID・PASS を開催前日までにお送り致しますので、 

開催日時に Zoom へご参加ください。 

■アーカイブ配信について 
＜１＞開催日より３～５営業日後を目安に Vimeo にて配信致します。 
＜２＞お申込時にご登録いただいたメールアドレスへ収録動画配信のご用意ができ次第、視聴用 URL をお送り致します。 
＜３＞動画は配信日より２週間、何度でもご都合の良い時間にご視聴頂けます。 
 

7 月 29 日（火）     「電力系統安定化の方向性と国内外動向」        申込日   月   日 

貴 社 名 
 

所 在 地 
〒                                   〇印をお付けください （ご自宅 ・ お勤め先） 

いずれかの☐に必ず✔をお入れ下さい。（アーカイブ配信の追加受講をご希望の場合は、２つ☑をお入れ下さい。） 

☐ 会場受講 ☐ ライブ配信 ☐ アーカイブ配信 

氏  名
ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ

  所 属 部 署 ・ 役 職  

Ｔ Ｅ Ｌ （       ）        － Ｆ Ａ Ｘ （       ）        － 

Ｅ－ｍａｉｌ ブロック体でのご記入をお願いいたします。 
 
※複数名様お申込の場合は下記にご記入をお願いいたします 

いずれかの☐に必ず✔をお入れ下さい。（アーカイブ配信の追加受講をご希望の場合は、２つ☑をお入れ下さい。） 

☐ 会場受講 ☐ ライブ配信 ☐ アーカイブ配信 

氏  名
ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ

  所 属 部 署 ・ 役 職  

Ｔ Ｅ Ｌ （       ）         － Ｆ Ａ Ｘ （       ）         － 

Ｅ－ｍａｉｌ ブロック体でのご記入をお願いいたします。 
 
※「受講証」等の送付先が上記と異なる場合は下記にご記入下さい。  

通信欄  

 

●E-mail アドレス登録受付＆ご紹介キャンペーン実施中〔Amazon ギフト券（５００円）を進呈いたします〕 
□セミナーへのお申込みではなく、メール配信登録のみの方は左記へ✔を入れて下さい。 

※携帯アドレス、フリーメールアドレスは登録対象外となっております。 
※メール配信登録をご希望の方をご紹介下さい！ご紹介いただいた方にはAmazonギフト券（５００円）を進呈させていただきます。 
※上記お申込フォームに、ご登録情報（貴社名・所在地・氏名・所属部署・役職・メールアドレス）をご記入下さい。 

 
■主催（お申込み・お問い合せ先） 株式会社 新社会システム総合研究所 

お申込み受付 FAX ０３－５５３２－８８５１ 

〒105-0003 東京都港区西新橋２－６－２ ザイマックス西新橋ビル４階 
Tel:03-5532-8850／E-mail:info@ssk21.co.jp／URL:https://www.ssk21.co.jp 
※配信停止、宛先変更、個人情報の苦情及び相談・開示は上記までご連絡下さい。   ２５３２６－Ｅ  

詳細・お申込はこちら↓ 

 

 


